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諏訪広域連合予算概要

～　ひびきあい　みらいへ諏訪の　輪はひとつ　～



■はじめに

諏訪広域連合は、岡谷市、諏訪市、茅野市、下諏訪町、富士見町、原村（以下、

「関係市町村」といいます。）から構成され、諏訪圏域（以下、「圏域」といいま

す。）の広域的ニーズに柔軟かつ効率的に対応するため、平成１２年に設置され、介

護保険・消防の広域運営や救護施設八ヶ岳寮の管理・運営、情報化の推進といった広

域行政に関する業務を行っています。

近年、圏域を取り巻く情勢は大きく変化しており、行政に対する課題は、人口減少

や少子高齢化、環境問題などと市町村の枠を超え、より高度で広域的なものとなって

います。こうした状況の中、諏訪広域連合では令和４年度から令和８年度までの５年

間を計画期間とする広域計画（第５期）を策定しました。

令和８年度の予算は、社会情勢の変化や関係市町村の厳しい財政状況を踏まえ、事

務事業の効率化を図り、広域連携事業、介護保険関連事業、救護施設八ヶ岳寮の事業

評価・施設整備事業、消防施設・備品等整備事業、職員共同研修事業といった重点事

業の実施により、広域計画における５項目の柱を推進し、圏域住民の皆さまの福祉を

増進できるように策定しました。
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区　　　分 ８年度 ７年度

一般会計 6億9,395万9千円 6億8,509万6千円 ↗ 886万3千円

救護施設八ヶ岳寮特別会計 4億1,085万2千円 4億1,617万3千円 ↘ 532万1千円

介護保険特別会計 215億3,545万4千円 212億1,616万7千円 ↗ 3億1,928万7千円

諏訪広域消防特別会計 27億0,787万2千円 28億4,956万4千円 ↘ 1億4,169万2千円

諏訪地域ふるさと振興基金
事業特別会計

1,552万5千円 1,185万6千円 ↗ 366万9千円

合　　　計 253億6,366万2千円 251億7,885万6千円 ↗ 1億8,480万6千円

　令和８年度の諏訪広域連合の予算は総額253億6,366万2千円で、各会計別の予算額は次の
表のとおりです。

前年度比較

令和８年度の諏訪広域連合の

予算のうち、介護保険特別会

計が約85％の215億3,545万4千

円で最も多く、約11％の27億

787万2千円の諏訪広域消防特

別会計が続きます。

近年の当初予算額は約230億

円から約250億円となってい

ます。令和８年度は過去最大

規模の予算となっています。

■予算の概要

■予算に対する各会計の割合
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■歳入

区 分 ８年度 ７年度 主な内容

分担金及び負担金 2億4,604万4千円 2億4,783万7千円 ↘ 179万3千円 関係市町村からの負担金

国庫支出金 1億9,878万3千円 2億0,085万2千円 ↘ 206万9千円 国からの負担金

県支出金 9,966万1千円 1億0,064万0千円 ↘ 97万9千円 県からの負担金

財産収入 83万5千円 39万5千円 ↗ 44万0千円 基金運用利子収入

繰入金 1億1,573万1千円 1億1,936万1千円 ↘ 363万0千円 基金繰入金

繰越金 1,575万9千円 827万0千円 ↗ 748万9千円 前年度繰越金

諸収入 774万6千円 774万1千円 ↗ 5千円 雑入　ほか

連合債 940万0千円 0千円 ↗ 940万0千円
デジタル活用推進事業の
借入金

歳入合計 6億9,395万9千円 6億8,509万6千円 ↗ 886万3千円

■歳出

区 分 ８年度 ７年度 主な内容

議会費 153万6千円 207万0千円 ↘ 53万4千円 議会運営費

総務費 1億5,819万1千円 1億4,520万1千円 ↗ 1,299万0千円 総務管理費

民生費 4億9,805万6千円 5億0,292万8千円 ↘ 487万2千円 介護保険関連事業費　

衛生費 3,567万6千円 3,439万7千円 ↗ 127万9千円
病院群輪番制病院
運営事業費

予備費 50万0千円 50万0千円 = 0千円

歳出合計 6億9,395万9千円 6億8,509万6千円 ↗ 886万3千円

＜関係市町村施設整備事業＞ 61万6千円

　諏訪市本会議場音響設備修繕に伴い、諏訪広域連合議会議員使用分（7/53本）の本会議場マイク設備工事の

一部負担をし、諏訪広域連合議会の質疑等を円滑化します。

＜新財務会計システム導入事業＞ 1,232万8千円

　デジタル活用の推進・広域連携強化事業として、諏訪圏域での共同調達による新財務会計システムの導入を

します（導入10,506千円、保守・利用1,822千円）。

前年度比

前年度比

■一般会計

■歳入 ■歳出

■主な新規事業

分担金及び

負担金

35.46%

国庫支出金

28.64%

県支出金

14.36%

財産収入

0.12%

繰入金

16.68%

繰越金

2.27%

諸収入

1.12%
連合債

1.35%

議会費

0.22%

総務費

22.80%

民生費

71.77%

衛生費

5.14%

予備費

0.07%



＜法制執務環境強化事業＞ 33万円

　既に各市町村では導入している政策法務・法令改廃情報提供システム、法令Webシステムを導入し、法制執務

環境を強化します。

＜広域観光調査委託事業＞ 396万円

＜介護保険関連事業費＞ 227万円 ↗

　社会福祉法人等による減免補助事業。減免を実施した社会福祉法人等に対し助成します。

＜情報システム管理事業＞ 44万8千円 ↗

　議事録作成支援システムを強化し、事務のDX化を推進します。

　諏訪圏域の広域的な観光振興の課題や可能性、運営体制や手法を研究するため、諏訪地域を訪れる観光客を対
象とした観光動態調査を実施します。

■前年度比で増加額の大きい事業



■歳入

区 分 ８年度 ７年度 主な内容

分担金及び負担金 2億5,331万2千円 2億4,709万3千円 ↗ 621万9千円 市分の措置費

県支出金 8,466万7千円 1億0,427万9千円 ↘ 1,961万2千円 町村分の措置費

財産収入 106万4千円 49万1千円 ↗ 57万3千円 基金運用利子収入

寄附金 1千円 1千円 = 0千円

繰入金 3,402万2千円 3,899万0千円 ↘ 496万8千円 基金繰入金

繰越金 3,000万0千円 2,000万0千円 ↗ 1,000万0千円 前年度繰越金

諸収入 778万6千円 531万9千円 ↗ 246万7千円 雑入　ほか

歳入合計 4億1,085万2千円 4億1,617万3千円 ↘ 532万1千円

■歳出

区 分 ８年度 ７年度 主な内容

民生費 4億0,985万2千円 4億1,517万3千円 ↘ 532万1千円
施設管理費及び
施設事業費

予備費 100万0千円 100万0千円 = 0千円

歳出合計 4億1,085万2千円 4億1,617万3千円 ↘ 532万1千円

＜福祉施設第三者評価受審＞ 25万円

　専門家による客観的評価を受け、事業運営や利用者提供サービスの現状や課題を把握、見直しを行い、

　今後の事業運営や職員の資質向上に繋げていきます。

＜電話交換機更新工事＞　 　　132万円 ↗

　回線の不具合による更新を行います。

＜厨房機器購入＞　　 　262万6千円 ↗

　冷蔵庫の不具合及び回転釜の劣化が進み、耐用年数も超えていることによる更新を行います。

＜回転式乾燥機購入＞　 293万8千円 ↗

　乾燥機の不具合及び耐用年数を超えていることによる更新を行います。

前年度比

前年度比

■救護施設八ヶ岳寮特別会計

■歳入 ■歳出

■主な新規事業

■前年度比で増加額の大きい事業
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■歳入

区 分 ８年度 ７年度 主な内容

保険料 41億8,326万5千円 42億0,637万6千円 ↘ 2,311万1千円 介護保険料特別徴収他

分担金及び負担金 30億5,244万7千円 30億4,437万4千円 ↗ 807万3千円 関係市町村からの負担金

使用料及び手数料 8万1千円 13万3千円 ↘ 5万2千円 督促手数料他

国庫支出金 49億4,188万0千円 48億7,220万0千円 ↗ 6,968万0千円 国からの負担金

支払基金交付金 56億1,138万8千円 55億1,811万4千円 ↗ 9,327万4千円
社会保険診療報酬支払基
金からの負担金

県支出金 30億5,604万7千円 30億0,222万3千円 ↗ 5,382万4千円 県からの負担金

財産収入 488万2千円 267万3千円 ↗ 220万9千円 基金運用利子収入

繰入金 6億7,632万1千円 5億6,302万3千円 ↗ 1億1,329万8千円 基金繰入金他

繰越金 500万2千円 400万2千円 ↗ 100万0千円 前年度繰越金

諸収入 414万1千円 304万9千円 ↗ 109万2千円 雑入他

歳入合計 215億3,545万4千円 212億1,616万7千円 ↗ 3億1,928万7千円

■歳出

区 分 ８年度 ７年度 主な内容

総務費 4億0,385万9千円 4億3,756万0千円 ↘ 3,370万1千円 総務管理費他

保険給付費 200億9,309万6千円 197億6,553万5千円 ↗ 3億2,756万1千円 介護サービス等諸費他

基金積立金 488万2千円 267万3千円 ↗ 220万9千円
介護給付費準備基金積立
金

地域支援事業費 9億3,888万3千円 9億1,128万6千円 ↗ 2,759万7千円 サービス・活動事業費他

公債費 1千円 75万0千円 ↘ 74万9千円 基金運用利子

諸支出金 9,273万3千円 9,636万3千円 ↘ 363万0千円 償還金及び還付加算金他

予備費 200万0千円 200万0千円 = 0千円

歳出合計 215億3,545万4千円 212億1,616万7千円 ↗ 3億1,928万7千円

＜介護情報基盤連携整備＞ 2,136万2千円

前年度比

前年度比

　介護や医療等の情報を共有・活用するための介護保険情報基盤を整備する事業です。各自治体は令和９年１月
１日までに介護情報基盤への連携機能に対応した介護保険システムの導入が必要となります。

■介護保険特別会計

■歳入 ■歳出

■主な新規事業
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＜保険給付費＞ 3億2,756万1千円 ↗

＜サービス・活動事業費＞ 1,831万円 ↗

　要支援認定者等に対する訪問介護、通所介護サービスなどに係る負担金、委託料です。

＜事業計画策定費＞ 117万4千円 ↗

　第10期介護保険事業計画（令和９年度～令和11年度）の策定に係る、サービス提供事業所、介護支援専門員ア
ンケートの実施及び事業計画書策定等の業務委託料です。

　第９期介護保険事業計画に基づく、介護予防支援・居宅介護支援や福祉用具貸与などの在宅サービス、介護老
人福祉施設や介護老人保健施設での施設・居住系サービス等の利用に対する給付事業です。

■前年度比で増加額の大きい事業



■歳入

区 分 ８年度 ７年度 主な内容

分担金及び負担金 25億2,612万0千円 24億2,714万0千円 ↗ 9,898万0千円 関係市町村からの負担金

使用料及び手数料 160万0千円 160万0千円 = 0千円 危険物施設許認可手数料

県支出金 8万0千円 8万0千円 = 0千円 県からの負担金

繰越金 200万0千円 3,000万0千円 ↘ 2,800万0千円 前年度繰越金

諸収入 57万2千円 14万4千円 ↗ 428千円 雑入　ほか

連合債 1億7,750万0千円 3億9,060万0千円 ↘ 2億1,310万0千円 資金借入金

歳入合計 27億0,787万2千円 28億4,956万4千円 ↘ 1億4,169万2千円

■歳出

区 分 ８年度 ７年度 主な内容

消防費 25億8,083万5千円 27億4,743万6千円 ↘ 1億6,660万1千円 人件費、消防活動費

公債費 1億2,203万7千円 9,712万8千円 ↗ 2,490万9千円 資金借入金の返済金

予備費 500万0千円 500万0千円 = 0千円 災害時の予備金

歳出合計 27億0,787万2千円 28億4,956万4千円 ↘ 1億4,169万2千円

＜諏訪広域消防職員大型自動車免許取得費補助事業＞ 104万円

＜緊急消防援助隊全国合同訓練＞ 133万円

　北海道で実施される「緊急消防援助隊全国合同訓練」に車両２台、人員５名が参加します。

＜郵送による防火対象物への予防指導＞ 24万3千円

　消防用設備点検の実施率向上と立入検査の効率化を目的に郵送（紙面等）による予防指導を行います。

＜諏訪消防署　はしご車オーバーホール＞ 4,705万8千円

　国の指針に基づいた定期的な点検を実施します。

＜マイナ救急＞ 55万5千円

＜消防ＯＡクラウド利用料＞ 374万9千円

　消防指令システムの部分更新に伴い、各種データ管理の運用方法が変更となります。

　令和７年10月１日から実証事業として全国一斉開始となった「マイナ救急」が令和８年４月１日から本格実施
となります。

前年度比

前年度比

　大型自動車運転免許の取得に対し経済的な負担軽減や免許取得促進による消防業務の円滑な推進と緊急時の対
応能力向上を目的に免許取得費の補助を行います。

■諏訪広域消防特別会計

■歳入 ■歳出

■主な新規事業
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＜車両更新事業＞ 7,587万2千円

＜施設改修等に伴う実施設計業務及び監理業務＞ 1,229万2千円

＜施設の改修等整備工事＞ 1億3,896万7千円

　主な新規事業に掲げているとおりです。

　計画に基づいた車両更新を実施します。
　・高規格救急自動車２台（岡谷消防署・茅野北部分署）
　・広報車１台（岡谷消防署）

　計画に基づくものや調査結果から優先度の高い対象施設について施設改修等を行うため、設計及び監理業務を
委託します。
　・訓練塔改修（岡谷）
　・庁舎外壁等改修（諏訪・下諏訪・富士見・原）
　・高圧受変電設備改修（諏訪・下諏訪）
　・ホースタワー改修（諏訪）
　・非常用発電機更新（下諏訪・原）
　・庁舎施設改修（北部・西部分署）

　計画に基づくものや調査結果から優先度の高い対象施設について施設改修等を行います。
　・訓練塔改修（岡谷）
　・庁舎外壁等改修（諏訪・下諏訪・富士見）
　・高圧受変電設備改修（諏訪・下諏訪）
　・訓練塔柱脚補強改修（諏訪）、排水管改修（諏訪）
　・電話機更新（茅野）
　・非常用発電機更新（下諏訪）

■前年度比で増加額の大きい事業



■歳入

区 分 ８年度 ７年度 主な内容

財産収入 1,010万0千円 1,010万0千円 = 0千円 基金運用利子収入

繰越金 542万3千円 175万4千円 ↗ 366万9千円 前年度繰越金

諸収入 2千円 2千円 = 0千円 雑入　ほか

歳入合計 1,552万5千円 1,185万6千円 ↗ 366万9千円

■歳出

区 分 ８年度 ７年度 主な内容

ふるさと振興事業費 1,542万5千円 1,175万6千円 ↗ 366万9千円
情報ネットワーク事業、
防災対策事業

予備費 10万0千円 10万0千円 = 0千円

歳出合計 1,552万5千円 1,185万6千円 ↗ 366万9千円

＜情報ネットワーク推進事業＞ 500万円

　該当ありませんが、規模の大きなものとして、引き続き、次の事業に取り組みます。

＜情報ネットワーク推進事業＞ 440万3千円

前年度比

前年度比

　自治体情報システム標準化への対応として、令和７年度末から運用を開始したガバメントクラウド利用料が、
各市町村とも増加する見込みのため、共同で利用するアカウント分の費用を負担し、激変緩和措置を実施しま
す。

　長野県高速情報通信ネットワーク（IBN）、長野県セキュリティクラウドなどの情報ネットワーク整備及び維
持管理を実施します。

■諏訪地域ふるさと振興基金事業特別会計

■歳入 ■歳出

■主な新規事業

■前年度比で増加額の大きい事業

財産収入

65.06%

繰越金

34.93%

諸収入

0.01%

ふるさと振

興事業費

99.36%

予備費

0.64%



事業名 担当課所

事業概要

事業名 担当課所

事業概要

事業名 担当課所

事業概要

事業名 担当課所

事業概要
電話交換機更新工事 八ヶ岳寮

職員共同研修事業 企画総務課

福祉施設第三者評価受審 八ヶ岳寮

広域計画策定事業 企画総務課

諏訪地域の市町村職員の資質や実務スキルの向上を図るた

め、共同研修を実施します。研修は、市町村との協議により

決定した６市町村職員に必要と思われる多様な７講座を開催

します。

現在の広域計画が、令和８年度をもって終了となることか

ら、諏訪地域の現状と課題を踏まえて、今後の方針や施策を

検討し令和９年度からの新たな計画を策定します。

■重点事業

福祉施設第三者評価を受審し、専門家による客観的な評価を

参考に、事業運営と利用者提供サービスの見直しや職員の資

質向上に繋げます。受審の結果は長野県のホームページに掲

載されます。

電話回線に不具合が生じているため、更新を行います。



事業名 担当課所

事業概要

事業名 担当課所

事業概要

事業名 担当課所

事業概要

事業名 担当課所

事業概要
介護従事者定着事業の実施 介護保険課

厨房機器購入 八ヶ岳寮

回転式乾燥機購入 八ヶ岳寮

第10期介護保険事業計画策定 介護保険課

■重点事業

乾燥機２台の不具合と耐用年数を超えていることによる更新

を行います。

冷蔵庫の不具合及び回転釜の劣化が進んでおり、耐用年数も

超えていることから更新を行います。

「第10期介護保険事業計画」（令和９年度～令和11年度）の

策定年にあたり、現計画期間中の実績評価と課題分析を行

い、令和７年度に実施した高齢者等実態調査及び本年度実施

する事業所等へのアンケート結果を反映しながら、諏訪圏域

の実情に見合う計画を策定します。

介護従事者確保のため、ホームページを活用し、介護職場の

様子や、従事されている方の「やりがい」や「魅力」などを

掲載し、介護の職場や従事者のイメージ改善を図りながら、

圏域住民向けに介護をより身近に感じていただく機会を提供

していきます。



事業名 担当課所

事業概要

事業名 担当課所

事業概要

事業名 担当課所

事業概要

事業名 担当課所

事業概要
消防指令・無線システム保守管理委託事業 諏訪広域消防本部

予防業務の充実化事業（研修） 諏訪広域消防本部

警防業務の充実化事業（研修） 諏訪広域消防本部

水難救助資機材整備事業 諏訪広域消防本部

違反是正指導や火災調査業務等における、先進地や専門機関

等での実務研修を通じて、より高度な専門的知識と技術を習

得し、当消防本部の予防業務の強化を図るものです。

耐用年数が定められている水難救助資機材について、更新計

画に基づき、整備を進めるものです。

（ＢＣジャケット・メタリコンタンク等）

24時間、365日運用する消防指令システム及び無線システムの

安全稼働を維持するため、当該システムの保守管理業務をシ

ステムメーカーに委託するものです。

多種多様化、複雑化する災害に対応するため、消防・救助・

救急の分野において、当消防本部が注力すべき内容を精査し

各種研修等を受講するものです。

（火災防ぎょ、山岳救助、水難救助、救急業務）

■重点事業



事業名 担当課所

事業概要

事業名 担当課所

事業概要
情報ネットワーク推進事業 情報政策課

デジタル携帯無線機スピーカーマイク及び無線移動局バッテ
リー交換修繕事業

諏訪広域消防本部

■重点事業

LCV-FMを通じて、広く諏訪圏域住民の皆さんへ６市町村・

県・広域連合からのお知らせをお伝えします。

消防活動等で使用するデジタル無線機等は、安全で迅速な消

防活動に寄与しており、計画的な修繕により、機器の適正管

理と運用を図るものです。



出典：「諏訪広域連合公共施設等個別施設計画」及び「令和６年度諏訪広域連合一般会計特別会計歳入歳出

　　　決算書」

◆貸借対照表の概要（令和６年度）　※有形・無形固定資産、固定負債の内訳は代表的なものです

※貸借対照表のほか、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書も作成しています。

資産合計 21億6,032万7千円 負債及び純資産合計 51億6,032万7千円

投資その他の資産 17億0,364万7千円 負債合計 7億0,790万3千円

流動資産 21億1,619万4千円 純資産 44億5,242万4千円

建物（減価償却後） 8億0,078万6千円 地方債 3億5,692万5千円

物品（減価償却後） 4億3,365万2千円 流動負債 2億8,002万4千円

福祉系施設 救護施設八ヶ岳寮 13,945.98

有形・無形固定資産 13億4,048万6千円 固定負債 4億2,787万9千円

施設の分類 対象施設 延べ面積(㎡)

行政系施設（消防施設） 消防本部、6署、2分署、1基地局 9,121.90

■関係市町村負担金とは？

諏訪広域連合の経費は、国や県からの支出金や保険料などのほか、諏訪広域連合を組

織する市町村からの負担金によりまかなっています。各会計の関係市町村負担金を合計

すると58億2,025万9千円になります。これは、諏訪広域連合の全体の予算253億6,366万

2千円のうち約22.9％にあたります。

わたしたち諏訪広域連合では、この財源で圏域住民の皆さまにしっかりと貢献できる

よう事務事業を推進しています。

■諏訪広域連合が維持管理する公共施設はどのくらい？

全国的に、公共施設の老朽化が大きな課題となっています。諏訪広域連合では、平成

31年に「諏訪広域連合公共施設等総合管理計画」を、令和３年に「諏訪広域連合公共施

設等個別施設計画」を策定（令和８年３月改定）し、公共施設を総合的かつ計画的に管

理しています。

諏訪広域連合が維持管理する公共施設のうち、主な

建物は次のとおり消防施設及び救護施設であり、圏域

住民の皆さまの安心・安全に直結する施設です。

◆建物以外の資産は？

上記の建物のほか、消防車や救急車をはじめとした車両、冷暖房などの建築設備、消

防指令システムや資機材などの資産を所有しています。これらの資産については、「統

一的な基準による地方公会計」により「見える化」を図っています。

■コラム



令和８年３月

発行：諏訪広域連合 企画総務課

〒392-8511

長野県諏訪市高島一丁目22番地30号

（諏訪市役所内）

電話 0266-52-4141

FAX   0266-58-1777

E-mail kikakusomu@union.suwa.lg.jp

https://www.union.suwa.lg.jp

諏訪広域連合の予算・

決算情報はこちら→


